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① 同じ角度を持つ直角三角形は，三角形の大小に関係なく三角比が一定であることを理解させる。

 
結 論 ② 三角比をマスターする。

内容等 気づいた点，疑問点 まとめ，考察
① 三角形と三角比

○ 正弦・余弦・正接はそれぞれ 科学英語

正弦   sine

余弦   cosine

正接   tangent

鋭角   acute angle
とあらわすことができる。

直角   right angle

仰角   elevation angle  

② 三角比を使い高さを求める
○ どの三角比を使うのか？ 直角三角形においては,一つの鋭角と１辺の⾧さが

わかれば,三角比を用いて残りの辺の⾧さを求める
ことができる。

①・②の式はABの⾧さがわからないことと,求め
たい辺が,BCなので使うことができない。

BCの⾧さがわかれば①の式を用いABの⾧さを求
めることができる。

解答
図において,建物の高さＨを求める。 ここで式①,②はＡＢの⾧さがわからないので使用
この三角形の三角比を考えると できない。ＡＣの⾧さは100mとわかっているので

式③を用いて

よって,建物の高さはH=53.2m+1.2m=54.4m
となる。

である。

図の出典：工業数理基礎(実教出版)
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高さと三角比

定規などで直接，測ることができない高い鉄塔や高層建築物などの高さ

は，三角比を用いて測定することができる。

８-2建築コース（R3作成）
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sin 28° =
𝐵𝐶

𝐴𝐵
・・・①

𝑐𝑜𝑠 28° =
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・・・②

𝑡𝑎𝑛 28° =
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𝐴𝐶
・・・③

𝑡𝑎𝑛 28° =


ଵ
より,BC=100×tan28°=53.2m


